
    


24時間静かに掘り進める


　久領堤にある平塚競輪場の地下13メートルに広がる空間。ここに、トンネル工事の職人が集まる。彼らは、シールド工法というモグラのようにトンネルを掘り進める技術を持っている。地表での工事はほとんどない。

　「コンピューターの画面に表示される数値を確認しながら、誤差は5センチメートル以下の精度で掘っています」と話す、清水・国土開発・尾崎建設共同企業体平塚貯留シールド作業所の古川雅之さん。

　この工事では、平塚駅南側の地域に直径2・6メートル、長さ1700メートルに及ぶ下水道の貯留管となるトンネルを24時間体制で造る。1日も早い完成を目指し、夜間にも作業をしている。騒音に関する苦情は、ほとんどないという。

　1日約8メートル。今日も静かに前へ掘り進める。





[image: 地下道に広がる下水道工事の最前線]


　道路の下には、私たちの生活を支えるさまざまな施設があります。その一つが、生活排水や雨水を処理する下水道です。市内でいち早く下水道を整備した平塚駅南側の地域で、現在、改善工事を進めています。

問：下水道整備課　電話：0463-21-8787



[image: 地下道]


「この奥にシールド工法の掘削機（表紙写真）があります」と、平塚貯留シールド作業所の古川雅之さん





◎縁の下の力持ち

　私たちの生活の中で生じた汚水は、道路の下にある下水管を通して、そのほとんどが下水処理場に送られます。そして、きれいな水にしてから、川に流しています。下水道は、自然環境を守り、快適な生活を送るために欠かせないものです。しかし、下水道施設の多くは、道路の下など普段目に付かない所にあります。私たちが目にするマンホールのふたなどは、下水道施設のごく一部。地下にある下水道施設は、複雑で大規模な施設です。





◎2つの方式があります

　市の下水道事業は昭和39年に、人口が集中している平塚駅周辺から整備を開始しました。この最初に整備した地域では下水道の方式のうち、「合流式」（図1左）を採用しています。早くから下水道事業に着手した多くの街と同じ方式です。合流式は、汚水と雨水を同じ管（合流管）に流します。建設費用が安く、短期間に整備ができるなどの利点があります。

　合流式では、普段は汚水と雨水の混ざった合流水を四之宮4丁目にある相模川流域下水道右岸処理場へ送り、きれいな水にしてから川に流しています。しかし、大雨が降り一定量を超えると、合流水の一部が直接川に流れる仕組みになっています。

　処理場を通らない水を流す回数が増えると、川の水質悪化につながります。そのため、合流式下水道を改善することが平成15年に法律で義務付けられました。

　このため、第1期工事として進めていた平塚駅北側地区の改善工事を平成21年度に完成させました。

　現在、第2期工事として平塚駅南側の地域で合流式の改善事業を進めています。





◎緊急合流改善事業とは

　現在、平塚駅南側の広い地域で進めている下水道の改善工事は「緊急合流改善事業」といいます。川の水質改善と地域の浸水対策を同時に解決するのが目的です。

　その方法として、大雨が降った際に、一時的に合流水をためる大きな貯留管を設置し、ためた水を晴天時に処理場へ送り、きれいな水にしてから川に戻すようにします。

　これにより、「大雨が降ったときに、合流式下水道から直接川へ流す回数を半分にして、国が定めた水質基準で川へ流します｣と、市下水道整備課の渋谷直樹主査は話します。

　また、この事業では、平塚駅南側の地域が豪雨に強くなるように、1時間に50ミリメートル程度の激しい雨が降っても雨水が地表にあふれ出ないように貯留管の大きさを設計しました。





◎安全で静かな工事

　今回の事業の中心は、平塚競輪場の地下からトンネルを掘り、貯留管を設置する工事と、その貯留管に合流水を送る導水管を造る工事です。いずれも、地表ではほとんど工事をせずトンネルを掘り進める工法を採用しています。この工事により、地表で地盤沈下などが起きていないか、ミリ単位で測量をして安全に工事が進んでいるか確認しています。また、周辺に住んでいる方などに配慮して、できるだけ静かに工事を進めています。




[image: 合流式と分合流式の仕組み図]

△図1　合流式と分合流式の仕組み




[image: 合流式の改善工事後の仕組み図]

△図2　合流式の改善工事後の仕組み



市の下水道の概要


・事業開始　昭和39年

・普及率　人口普及率で96.4％（平成23年3月末現在）

・合流式と分流式の対象地域の面積

　合流式は約380ヘクタール（平塚駅を中心とした地域）、分流式は約3,170ヘクタール（平塚駅周辺以外の地域）




[image: マップ]



①海岸に近い地域の砂地盤に挑む


　平塚競輪場のバスロータリーの脇にある建物の中には、地下へ続く広い空間があります。ここが、貯留管を堀り進めるための入口です。トンネルを掘って出た砂をゴンドラでつり上げ、
地上に運び出します。


[image: 貯留管を堀り進めるための入口]



②貯留管へ導く導水管工事


　導水管工事は、月見公園（幸町）からトンネルを掘り進めます。この工事も地表面での工事を減らすために、泥水加圧推進工法という鉄筋コンクリートの管を押し込んで管をつないでいく工法を採用しています。現在は、トンネルを掘る機械を入れる準備をしています。

　「水を使って振動、騒音を減らす工夫をしながら工事を進めています」と五洋・日本ビオトープ建設共同企業体の井上盛雄さん（次写真右）


[image: 五洋・日本ビオトープ建設共同企業体の井上盛雄]



③最後はマンホールのふた一つ


　平塚競輪場から松風町緑地までシールド工法で掘り進めます。掘削に使った機械（表紙写真）は、分解してここに掘る穴から外に出します。「完成後は、普通の大きさのマンホールのふたが地表に見えるだけです。下水道工事は、地表から見るととても地味ですね」と、下水道整備課の勝俣範康主管（次写真左）と渋谷直樹主査（次写真右）。


[image: 下水道整備課の勝俣範康主管と渋谷直樹主査]




平塚駅南側で進める
緊急合流改善事業第2期事業の工事


・場　所　松風町・久領堤・夕陽ケ丘・高浜台ほか。詳しくは前ページの地図をご覧ください。

・期　間　平成26年3月末まで

・内　容　松風町・久領堤貯留管（長さ約1,700メートル）、夕陽ケ丘導水管（長さ約400メートル）などを造ります。

・費　用　約30億円（松風町・久領堤貯留管、夕陽ケ丘導水管、ポンプ場の建設などを含みます）





トンネルを掘り始める場所や、管理のためのマンホールを設置する場所などでは、地表での工事が必要です。完成までご協力をお願いします。



[image: 工事のお知らせ]




下水道利用マナーにご協力を



　下水管などが詰まると、地域の多くの方が困ることになります。皆さん一人一人の心がけで快適な生活を送ることができます。下水道を大切にしましょう。




台所では・・・野菜のくずや廃食用油、ビニール袋などを流さないようにしましょう。

トイレでは・・・紙おむつなど、水に溶けないものは流さないようにしましょう。

問：土木総務課　電話：0463-21-8785



[image: 廃食用油は、ペットボトルなどの容器に入れて資源再生物として出しましょう]

廃食用油は、ペットボトルなどの容器に入れて資源再生物として出しましょう。




マンホールのふたのひみつ




[image: ]

　マンホールは、下水道のほかにも電気、ガス、上水道など、地下に埋められているさまざまな設備を管理するための入口です。市内の下水道のマンホールのふたには、平塚にちなんだデザインのものがあります。何が描かれているか分かりますか。答えは、下にあります。

問：下水道整備課　電話：0463-21-8787



[image: マンホールデザイン]




[image: ]マンホールのふたのひみつの答え

七夕まつり（七夕飾り・星・来場者）、海（ヨット・カモメ・雲・波）、その他（市章・町名・下水道の種類・工事の施行年度・強度）。

ちなみに、標準的なふた（色なし）は1枚約7万円です。





市県民税所得税の確定申告は3月15日までに

　市県民税の申告と、所得税の確定申告が2月から始まります。申告期間の初日や最終日、月曜日は窓口が大変混雑して長い時間お待たせすることがあります。手続きには、時間に余裕をもってお越しください。また市役所は新庁舎を建設しているため、駐車場に限りがあります。ご来庁の際は公共交通機関をご利用いただくか、平塚警察署西側の臨時駐車場をご利用ください。

問:市民税課　電話：0463-21-8766・8767




市県民税の申告

　市民税・県民税を計算するための基礎資料となります。また介護保険・国民健康保険・保育料・児童扶養手当などの算定資料にもなりますので、収入がない方も期日までに必ず申告してください。

　2月6日（月）～3月15日（木）の平日と2月19日（日）・26日（日）、午前8時30分～午後5時（受け付けは午後4時まで）。市役所1階市民ホール。




所得税の確定申告

　申告の内容により、申告できる会場が異なります。左のチャート図を参考にしてください。申告期間は2月16日（木）～3月15日（木）。還付申告書は1月から、平塚税務署に提出できます。なお国税庁のウェブ（http://www.nta.go.jp）の「確定申告書等作成コーナー」から、簡単に申告書が作成できます。

平塚駅ビル6階ラスカホール

　開設期間は2月1日（水）～3月22日（木）の平日と2月19日（日）・26日（日）、午前9時～午後5時（受け付けは午後4時まで）。

市役所1階市民ホール

　所得が給与や公的年金だけの方など、簡易な申告の方のみです。営業・農業などの事業所得、譲渡所得などの分離課税がある方や青色申告の方、住宅借入金特別控除がある方は駅ビルラスカホールで受け付けます。

　開設期間は2月16日（木）～3月15日（木）の平日と2月19日（日）・26日（日）、午前8時30分～午後5時（受け付けは午後4時まで）。

　なお2月6日（月）～15日（水）は、申告書の提出や、相談ができません。


[image: 申告内容と会場]



申告に必要な主なもの

・印（認め印でも可）。

・所得を証明できるもの（給与や公的年金の源泉徴収票の原本など）。

・事業所得や不動産所得がある方は昨年の申告に使った収支内訳書。

・国民健康保険税、後期高齢者医療保険料、介護保険料などの納付額が確認できるもの。

・医療費の領収書（領収書を入れる封筒は各自用意）、生命保険料と地震（旧長期損害）保険料の控除証明書。

・控除対象となる寄付金の領収書。

・還付申告の場合は振込先の分かるもの（申告者本人名義の銀行口座）。




年金所得者の申告手続き

　年金所得者の申告負担を軽減するため、公的年金等の収入金額が400万円以下で、公的年金の雑所得以外の所得金額が20万円以下の場合、所得税の確定申告書を提出する必要はありません。

　ただし、所得税の還付を受けるための申告書を提出することはできます。所得税と市県民税の税額がある方は、国民健康保険料や生命保険料、医療費などの各種控除を追加して申告することで、所得税は還付、市県民税は減額になる場合もあります。




公民館での申告の受け付け

　受付内容は、市役所1階市民ホールと同じです。時間は、いずれも午後1時30分～4時です（※旭北公民館は午前9時30分～正午）。


[image: 日時・日程表]



住宅借入金等特別控除

　確定申告で、所得税の住宅借入金等特別控除を受ける方は、必ず3月15日までに申告してください。申告期限を過ぎると、市県民税の住宅借入金等特別税額控除の該当であっても控除を受けることができなくなる場合があります。




税務署からのお知らせ

確定申告書の事前送付を廃止

　平成22年分の確定申告書をパソコンで作成し書面で提出した方のうち、平成23年も確定申告が必要な方には、申告書に代えて「お知らせハガキ」などで平成23 年分の確定申告書の作成に必要な情報をお知らせします。

東日本大震災で被害を受けた方に軽減措置

　震災で、住宅や家財などに損害を受けた方は、所得税の全部または一部が軽減される場合があります。

　詳しくは、平塚税務署にご確認ください。

問：平塚税務署　電話：0463-22-1400




納付額を1月中に通知します

　①国民健康保険税②後期高齢者医療保険料③介護保険料を納付書や口座振替で納めた方に、昨年1年間の納付額を1月中に郵送でお知らせします。確定申告の際にご利用ください。

　年金からの天引きだけの方は、日本年金機構などから送付される「公的年金等の源泉徴収票」をご利用ください。納付額は「社会保険料の金額欄」で確認できます。

問：①は保険年金課保険税担当　電話：0463-21-8775②は保険年金課後期高齢者医療担当　電話：0463-21-9768③は介護保険課　電話：0463-21-8790へ。




障がい者控除対象者認定書を発行

　障がい者手帳などをお持ちでなくても、障がい者控除対象者の認定書の発行を受けた、65歳以上の本人とその扶養者は、確定申告をすることで障がい者控除を受けることができます。

　対象となるのは①要介護4～5で、要介護認定の障がい高齢者の日常生活自立度がＢ1以上の方②要介護認定の認知症高齢者の日常生活自立度がⅢ以上の方③身体障がい者1～6級に準ずると医師に診断された方。

問：高齢福祉課　電話：0463-21-8778




市税などに関するお知らせ



1月納期の市税・手数料

　納付期限は1月31日（火）です。納付には、便利な口座振替もご利用できます。

　①国民健康保険税（第8期）②後期高齢者医療保険料（第7期）③介護保険料（第8期）④清掃し尿従量手数料（第10期）。

問：①②は保険年金課　電話：0463-21-8775③は介護保険課　電話：0463-21-8790④は環境業務課　電話：0463-21-8796




個人住民税の特別徴収制度

　事業主の方が、従業員の個人住民税を所得税の源泉徴収と同様に、毎月の給与から差し引いて徴収し、市町村に納入する制度です。

　毎年5月に、各市町村から事業主の方に、「特別徴収税額決定通知書」を送付します。その税額を毎月の給与から徴収して、翌月の10日までに合計額を各従業員の住所地の市町村に納入します。税額計算や年末調整の必要はありません。地方税法および各市町村の条例の規定により、「給与を支払う事業者」は、原則として住民税の特別徴収義務者となります。

問：市民税課　電話：0463-21-8766




原動機付き自転車などの登録手続きで本人確認

　盗難事件の多発などにより、原動機付き自転車などの窓口手続きの際に、運転免許証や国民健康保険証などの身分証明書で届け出者の本人確認をします。代理手続きの場合は、窓口にお
越しの方の本人確認をします。

問：市民税課　電話：0463-21-8766




[image: まちの話題写真リポート]



雲間から見た初日

　新年の幕開けを告げる恒例のイベント、初日の出を見る会が、湘南ひらつかビーチパークで開催されました。

　会場には、平成24年の初日の出を待つ大勢の市民が、日の出の1時間以上前から詰め掛けました。また、相州平塚七夕太鼓保存会による威勢のいい演奏が、来場者を楽しませていました。

　当日はあいにくの曇り空でしたが、雲の間から初日の出を拝むことができました。


[image: 初日の出を見る会]



沿道から大声援

　1月2日・3日、箱根駅伝が開催され、選手たちが平塚海岸沿いの国道134号を駆け抜けました。

　沿道から声援を送った落合克宏市長は「身動きしづらいほどの人出で、応援場所へのあいさつも東海大学や神奈川大学など数校しか回れませんでしたが、熱気は十分味わえました」と話していました。


[image: 箱根駅伝]



安心安全な一年に

　1月7日、消防出初式が総合公園で開催されました。

　式典の部では、東日本大震災で殉職した被災地の消防団員、消防職員などに、黙祷（もくとう）をささげました。

　その後、演技の部では市内各地区の消防分団や消防本部の最新型車両など26台が入場行進。続いて、平塚古式消防保存会による伝統の木遣（や）り、まとい振り込み、はしご乗りが披露され、集まったおよそ1500人の来場者が盛んに拍手を送っていました。

　ステージでは、消防職員が住宅用火災警報器の大切さを知らせる寸劇を披露。その後、平塚のはらっぱで、はしご車3台を使った実演が披露されました（次写真）。

　最後に、消防団の小型動力ポンプ6台とはしご車などを使って、5色の水を一斉に放水。約1時間にわたる演技の部では、子どもたちの輝く目が印象的でした。


[image: 消防出初式]




清々（すがすが）しい新年を

　博物館で、体験学習・お飾りをつくろうが開かれました。

　「お飾りは正月の神様、歳神（としがみ）様を迎える行事。注連縄（しめなわ）に紙垂（しで）を垂らし、子孫の連続を象徴するダイダイなどを付けます」などの説明の後、製作に。基本的な一文飾り（棒ジメ）、輪飾りから始めたのですが、四苦八苦する参加者も。

　「縄をよるのも初めてだし、そもそもワラが手に入らないよ。でも、これできちんと新年を迎えられそう」とは参加者の声。


[image: 体験学習・お飾りをつくろう]




18,496人が来場

　12月28日～30日、KEIRINグランプリが平塚競輪場で開催されました。収益の一部は東日本大震災の被災地に寄付されます。また、場内募金やチャリティー握手会などにより集められた186万6,791円が宮城県石巻市に寄付されます。

　30日には、女優の長澤まさみさんやEvery Little Thing の持田香織さんも登場し、来場者は1万8,496人となりました。


[image: KEIRINグランプリ]




55年ぶりの優勝

　市内駅伝競走大会が1月8日に開催されました。第58回となる地区対抗の部には特別参加の伊豆市を含め23チームが出場し、55年ぶりに崇善が優勝（次写真）。2位は金目、3位は旭南でした。

　一方、第51回となる実業団対抗の部には、14年ぶりとなる日本クラウンコルク、9年ぶりとなる田中貴金属工業など12チームが出場。優勝は6年連続で市役所、2位は富士フイルムファインケミカルズ、3位は高砂香料でした。


[image: 市内駅伝競走大会]




自らの門出を祝う

　1月9日、平成24年平塚市成人式が総合体育館で開催され、新成人の約7割に当たる1,838人が参加しました。

　当日は晴天に恵まれ、振り袖やスーツを着た新成人が、旧友との再会を喜んでいました。

　式では、中学校時代の恩師からのビデオレターや、新成人の顔写真を張り付けたモザイクアートなどが披露されました。これらの企画・演出には、多くの新成人が参加し、自らの門出を祝いました。


[image: 平成24年平塚市成人式]




[image: 知っとこ！防災]

No.4　シミュレーションビデオ完成



津波浸水モデルを公開




　平塚市に津波が襲来した場合の浸水モデルをシミュレーションしたビデオができました。

　迅速な避難や啓発に活用していただくことを目的に、水の流れや浸水範囲、深さなどを合成した15分の動画映像です。

　この映像について、制作に携わった東海大学の山本吉道教授が「防災講演会」で解説します。

　日時は1月22日（日）午後2時～4時、会場は中央公民館、定員は先着700人です。また、このビデオはＤＶＤ化して2月中旬以降に自治会や学校などに配るほか、図書館で貸し出します。

問：防災危機管理課　電話：0463-21-9734





市長こらむ

平塚競技場の愛称決定


　平塚競技場のネーミングライツスポンサーと愛称が決まりました。スポンサーはドイツBMW社製自動車の販売などを手掛けるモトーレン東洋で、愛称は「ShonanBMWスタジアム平塚」（略称「BMWス」）です。

　ネーミングライツとは、施設などの命名権のことで、平塚競技場の契約金額は年額2千万1円。Ｊリーグ開幕に合わせ3月1日から3年間、平塚競技場内外の表示や広報ひらつか、ウェブサイトなどに愛称が使われます。

　モトーレン東洋の本社は横浜市港北区ですが、設立当初は市内に本店を構え、現在も東八幡に営業本部があります。厳しい経済状況の中、スポンサーとして支援していただきますことに、心より感謝申し上げます。

　先月16日の記者会見でモトーレン東洋の北野俊オーナーは「親会社であるサンオータスグループ60周年記念行事の一環として応募した」、「社のビジョンの一つとして地域社会への貢献を掲げている。落合市長が目指す『まちの元気をつくる』に貢献したい」と説明。

　また、「BMWのブランドメッセージは『駆け抜ける歓（よろこ）び』。湘南ベルマーレや多数開催されている陸上競技大会などの躍動感あふれるイメージとも重なる。今後、地域の方々とのコミュニケーションの場と位置付け、地域社会の活性化に貢献したい」などの抱負もいただきました。

　市としても、モトーレン東洋とのパートナーシップを大切にして
市民の皆様に喜んでいただけるよ
うな施設運営に努めていきます。
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▲3月からShonanBMWスタジアム平塚に
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平塚市長
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応募方法


■問：問い合わせ　募：応募方法


■必要事項とある場合、

　郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号をご記入ください。


■市役所への郵便物は、〒254-8686

　平塚市役所○○課で届きます。


■募集開始日の記載がない場合、
　1月23日（月）午前8時30分から受け付けます。


■メールで応募する場合

　@以下にcity.hiratsuka.kanagawa.jpを付けてください。


[image: 応募方法]




お知らせ


償却資産の申告は1月31日まで


　1月1日現在、構築物・機械装置・器具・備品などの事業用償却資産（土地・家屋を除く）で、その減価償却費が所得の計算上、損金や必要経費として算入されるものがある事業者は、固定資産税課（本庁舎1階⑥番窓口）に申告してください。

問：固定資産税課　電話：0463-21-8768



小学校6年生までの通院医療費が無料になります


　0歳～小学校3年生が助成対象となっている通院の小児医療費を、4月診療分から、小学校6年生までに拡大します。

　小学校1年生以上で、扶養者が一定の所得を超えたり、ほかの医療給付制度（生活保護・重度障がい者の医療費助成制度など）の助成を受けている方は対象外です。詳しくはお問い合わせください。

対象者別の手続きなど

　新たに対象となる方で、過去にこの助成を受けたことがある方には3月中に医療証を送ります。

　転入などにより、これまで助成を受けたことがない方にはお知らせを郵送しましたので、こども家庭課（本庁舎1階⑰番窓口）で手続きしてください。

問：こども家庭課　電話：0463-21-9844



生け垣を作りませんか


　生け垣は、災害の防止にも役立ちます。支給額は1メートル当たり3000円で、限度額は10万円です。設置を検討している方は、設置前にご相談ください。

問：みどり公園・水辺課　電話：0463-21-9852




湘南百番寄席in市民センター春風亭柳朝独演会


　日本の代表的な話芸である落語。春風亭柳朝さん（次写真）が高座で織りなす小話の世界を楽しみませんか。古今亭志ん吉さんも出演します。

　3月10日（土）午後5時30分。市民センター。全席自由。前売り2500円・当日3000円。

　チケットは1月22日（日）午前10時から、市民センター内の文化スポーツまちづくり振興財団文化事業課などで販売します。

問：文化スポーツまちづくり振興財団文化事業課　電話：0463-32-2237


[image: 春風亭柳朝さん]



文化財を火事から守ろう


　1月26日（木）は「文化財防火デー」です。火災や災害などから文化財を守るため、巡回による防火基準の確認などをしています。大切な文化財を後世に残していきましょう。

問：社会教育課　電話：0463-35-8124



勤労会館の利用申し込みが2カ月前からに早まります


　4月利用分から、申し込み受け付けが利用希望日の2カ月前の1日（同日が休館日の場合、それ以降最初に開館する日）からとなります。4月利用分は2月1日（水）から申し込みできます。

　なお3月利用分の申し込みは、従来どおり、1カ月前の2月1日から受け付けます。

問：勤労会館　電話：0463-32-3355



総合体育館の温水プールが休館


　1月24日（火）・25日（水）は、点検整備のため、温水プールが利用できません。

問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233



ＪＢＬ　東芝ブレイブサンダースのホームゲーム


　迫力あるプレーを総合体育館で観戦しませんか。

　パナソニックトライアンズ戦　1月21日（土）午後3時開始。リンク栃木戦　2月4日（土）午後3時開始。

　チケットは、総合公園管理事務所で販売します。前売りは1階エリア指定Ｓ席3000円、スタンド自由席一般2000円、中学生・高校生1500円、小学生1000円ほか。

問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233





[image: ちゅうおうFESTA]


　20回目を迎えた今回、各部門で特別企画のイベントをします。1月27日（金）～29日（日）、午前9時～午後5時（29日は午後4時まで）。中央公民館。

芸能発表　子どもジャズダンス・フラダンス・マジック・朗読。演劇「楽屋」公演　1月28日（土）午前10時45分～正午、和太鼓「平塚ろう学校鼓舞子（こぶし）」公演　1月29日（日）午後1時15分～1時45分。

作品展示　水彩画・折り紙・生け花・写真など。写真展示会「平塚の樹」、絵手紙「七福神」。

体験教室　謡曲・フラワーアレンジメント・バルーンアート・シャンソンなど。交流発表会「サークルワンダーランド」。

模擬店　お茶席・そば・おでん・甘酒・和菓子など。東日本大震災復興支援のための東北産食材の販売。

問：中央公民館　電話：0463-34-2111
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平塚競輪の開催日程


1月21日（土）～23日（月）

第11回平塚市営（前節） FⅡ

午前10時開門。

2月10日（金）～12日（日）

第11回平塚市営（後節） FⅡ

午前10時開門。

問：平塚競輪場　電話：0463-21-3935



[image: 自転車]



募集


市政モニター


　行政運営に役立つアイデアを提案してください。

　主な活動は、市政に関するテーマ研修会（年4回程度）や、施設見学会への参加（年2回程度）、「モニター通信」による地域情報の提供や提案・意見の提出（随時）、「広報ひらつか」へのアンケートの提出、パブリックコメントへの意見提出（必要に応じて実施）、自主研究活動による市政への提案などです。

　25人（選考）。4月1日から2年間。報酬はなし。4月1日現在、市内在住の18歳以上で、平日に開催する研修会や見学会に参加できる方。高校生、国・地方公共団体の常勤職員、公職
選挙法による公職にある方は除く。

募：本庁舎1階案内窓口や公民館にある申込書を郵送または直接、2月17日（金）までに本庁舎1階の市民情報・相談課　電話：0463-21-8764へ。



博物館協議会の委員


　博物館の事業や運営に、市民の目線でご意見ください。

　1人（選考）。5月1日から2年間。報酬は1回当たり1万1300円。次の条件を全て満たす方。①市内に1年以上在住している②平日に開催する会議に出席できる③市のほかの付属機関などの委員になっていない。

募：本庁舎1階案内窓口や公民館などにある申込書を郵送または直接、2月17日（金）までに〒254-0041浅間町12-41博物館　電話：0463-33-5111へ。



高校生などの修学を支援


　4月から高校などに進学する方を支援します。

　60人（選考）。月額7000円。次の条件を全て満たす方。①市内在住②経済的な支援が必要である③学業成績と品行が良い④返還義務のない奨学金をほかに受けていない。

募：2月10日（金）までに、在籍（出身）中学校へ、平塚市立の中学校以外の方は豊原分庁舎1号館1階の学務課　電話：0463-35-8118にある申請書を直接、同課へ。



講座「考古学の世界」


　遺跡から出土した遺物の観察方法を習得する体験型講座です。

　2月18日・25日の土曜日、午後1時～3時、全2回。東海大学湘南キャンパス（北金目4-1-1）。市内在住・在勤・在学で、2回とも参加できる方30人（抽選）。

募：往復はがきで、必要事項を1月31日（火）までに〒254-0051豊原町2-21社会教育課　電話：0463-35-8124へ。



お店に活かせるエクセル講座


　応用編として、データベースや実用的な関数を使って、請求書や売上伝票の作成などを学びます。

　2月16日・21日・23日・28日、3月1日の火・木曜日、午後7時～9時、全5回。神奈川ビジネスカレッジ（代官町11-39）。市内の事業所で商業に従事し、エクセルを使用したことがあり、簡単な表計算などができる方25人（抽選）。1000円。

募：1月30日（月）までに商業観光課　電話：0463-35-8107へ。



馬入水辺の楽校（がっこう）　エコアップ隊


　平塚の自然を全身で感じてみませんか。植物観察などをします。

　2月19日（日）午前9時30分～午後0時30分。雨天の場合は室内活動（相模リバーセンター・中堂246-2）。市内在住・在学の小学生以上の方20人（抽選、小学生は保護者同伴）。100
円。

募：往復はがきで、代表者の必要事項と参加者全員の氏名・電話番号・年齢を2月8日（水）までにみどり公園・水辺課　電話：0463-21-9852へ。



冬の金目川散策と野鳥の観察会


　専門家が分かりやすく解説します。野鳥観察の経験がない方でも楽しく学べます。

　2月19日（日）午前9時15分～正午。雨天中止。東雲（しののめ）橋～花水橋。川井公園集合（纒683-1）。市内在住・在勤・在学の方40人（先着順）。

募：電話・ファクス・メールで、環境政策課　電話：0463-21-9762　FAX：21-9603　メール：kankyo-s-event@へ。



湘南ひらつか級位認定大会


　「囲碁のまち・ひらつか」で、実力を試しませんか。

　11級以下は3月3日（土）。10級以上は3月4日（日）。いずれも午前10時から対局を開始します。市民センター。県内在住の級位者。2500円・高校生以下1200円。

募：往復はがきで、必要事項・年齢・現在の級位を2月21 日（火）までに〒254-0045見附町15-1文化スポーツまちづくり振興財団文化事業課　電話：0463-32-2237へ。



ひらつか市民活動ファンド


　現在の活動を発展させたり、新しい活動に挑戦したりしませんか。市内で活動する市民活動団体を、資金面で援助します。

　入門コースは1団体10万円まで。応募対象は、ひらつか市民活動ファンドの助成を受けたことがない団体です。発展コースは1団体50万円まで。応募対象は、新規事業などを計画する団体です。

　公開審査会（次写真）は3月17日（土）。市民活動センター。詳しくは、ウェブをご覧ください。

募：東附属庁舎2階の協働推進課や市民活動センター　電話：0463-21-7534にある申請書を直接、2月17日（金）までに同センターへ。提出の際は電話で同センターに事前連絡の上お越し
ください。申請書は、ウェブからもダウンロードできます。
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少年少女マラソン大会


　3月18日（日）午前9時開会式。小雨決行。受け付けは平塚競技場正面玄関で、当日の午前8時から。市内在住・在学の小学校5年生～中学校3年生。中学生は3キロメートル、小学生は2キロメートル。

募：大原1-1平塚球場内のスポーツ課　電話：0463-31-3060にある申込書を直接、2月1日（水）までに同課へ。



親子で楽しもう　神奈川フィル・ファミリークラシック


　3月18日（日）午後2時～3時。市民センター。ディズニー・メドレーなど。応募方法などの詳細は、神奈川フィルハーモニー管弦楽団のウェブ（http://www.kanaphil-family.com/）でご確認ください。

募：3月8日（木）までに神奈川フィル・ファミリークラシック事務局　電話：045-662-7557（平日の月～金曜日、午前10時～午後6時）へ。



県立職業技術校4月生


　平塚高等職業技術校（東八幡4-19-4）では、室内設計施工・木材加工・金属加工・建築ＣＡＤ・庭園エクステリア施工の入校生を募集します。

　説明会は1月25日（水）①午後1時30分②午後3時30分。関内ホール（横浜市中区住吉町4-42-1）。試験は2月19日（日）。応募方法や他校の募集コースなどの詳細は、平塚公共職業安定所（松風町2-7）にある募集案内でご確認いただくか、平塚高等職業技術校にお問い合わせください。

募：2月6日（月）までに平塚高等職業技術校　電話：0463-23-1922へ。



再生家具を提供します


　粗大ごみとして出された再利用可能なものを修理し提供します。修理費程度の負担があります。詳しくは、市のウェブでも確認できます。

　50個程度（抽選）。一人1点。

募：2月1日（水）～10日（金）、午前9時～午後4時（10日は正午まで）に現物を確認の上、四之宮7-3-5リサイクルプラザ　電話：0463-51-5301にある申込書を直接、同プラザへ。
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　週末の総合公園。この日は月に1度の湘南ひらつかふれあいマーケット朝市の開催日。約20店が出店する会場には、早朝から大勢の人が新鮮な野菜や地元で水揚げされた魚などを求めて集まります。

　朝市の開始を告げるベルを合図に、あちこちでお客さんと出店者のやりとりが始まります。整然と陳列されていた商品が次々と売れていき、とてもにぎやかです。

　市内でパンを製造・販売し、同朝市出店者会の会長を務める高久直輝さんは「平塚は海の幸、山の幸に恵まれています。地元の良いものが凝縮されているのが、この朝市です。平塚の朝市には、若い出店者が多いので、朝から元気を届けたい」と話してくれました。

　市産業振興課の担当者は「お目当てのものを買うには、早い時間に来るのがポイントですね」とコツを紹介。

　ふれあいマーケット朝市は原則毎月第3日曜日に総合公園南駐車場で開催しています。時間は午前7時から8時半まで、ただし売切れ次第終了。

次回は2月19日（日）です。


[image: 湘南ひらつかふれあいマーケット朝市]




健康と福祉


市民健康づくり推進協議会の委員になりませんか


　市民の健康づくりを一緒に考えませんか。

　2人（選考）。5月1日から2年間。平成24年5月1日現在、次の条件を全て満たす方。①市内に1年以上在住している②20～75歳③平日に開催する会議に出席できる④市のほかの
付属機関などの委員になっていない⑤平塚市議会議員・職員ではない⑥出席や議事進行に介助が必要な場合は自らその用意ができる⑦過去に本協議会の委員に委嘱されていない。応募方法などの詳細は、市のウェブなどでご確認ください。

募：本庁舎1階案内窓口や公民館、ウェブなどにある応募用紙を郵送・ファクス・メールまたは直接、2月20日（月）までに〒254-0082東豊田448-3健康課　電話：0463-55-2111　FAX：55-2139　メール：kenko@へ。



特定健診・健康診査は2月末まで


　次に該当する方で、今年度まだ受診していない方は、健康管理のためにもお早めに受診してください。

　①国民健康保険に加入している40歳以上の方②後期高齢者医療制度に加入している方③生活保護を受けている40歳以上の方。

問：①は保険年金課　電話：0463-21-8776②③は健康課　電話：0463-55-2111へ。



育児の悩みは気軽に相談を


　毎週水曜日の午前9時30分～10時30分。保健センター。0歳～未就学児。母子健康手帳。歯科相談希望の方は歯ブラシ。身体計測・生活相談・栄養相談・歯科相談など。母乳に関する相談も受け付けます。

問：健康課　電話：0463-55-2111



市民公開講座「あなたのまわりの放射線、リスクと利益」


　歯科学的な見方から放射線が人体に与える影響を話します。

　2月5日（日）午後1時～3時。平塚商工会議所（松風町2-10）。

問：平塚歯科医師会　電話：0463-26-8255



家族介護教室


　高齢者を介護する市内在住・在勤の方または市内在住の高齢者を介護する方が対象です。

①作って食べよう介護食

　2月14日（火）午前10時～午後1時。福祉会館。20人（先着順）。エプロン・三角巾・布巾。300円。

②らくらく介護方法　移動と移乗編

　2月16日（木）午後1時30分～3時。済生会平塚病院（立野町37-1）。20人（先着順）。

③ベッドで食べよう介護食

　2月23日（木）午後1時～3時。平塚栗原ホーム（立野町31-20）。20人（先着順）。

募：①③は平塚栗原ホーム　電話：0463-35-6060②はひなたぼっこ　電話：0463-33-2511へ。



ひきこもり家族教室


　ひきこもりの方の支援者から話を聞きます。

　2月17 日（金）午後2時～4時。平塚保健福祉事務所（豊原町6-21）。社会的ひきこもりの方のご家族。

募：平塚保健福祉事務所保健予防課　電話：0463-32-0130



ひらつかアリーナ2月の開放日


　2月21日（火）午前9時～午後5時。卓球・バドミントンなど。アリーナ半面。用具などはお持ちください。

問：ひらつかアリーナ管理事務所　電話：0463-25-0011



日赤救急法基礎講習会


　心停止した傷病者の一次救命処置を学びます。検定試験があります。

　2月19日（日）正午～午後4時。中央公民館。中学生を除く15歳以上の方20人（抽選）。1500円。

募：はがきで、講習会名・必要事項・生年月日を2月3日（金）までに福祉総務課　電話：0463-21-9862へ。



講演会「不登校・ひきこもりの当事者と家族の関係」


　2月23日（木）午後2時～4時。平塚保健福祉事務所（豊原町6-21）。社会的ひきこもりの方のご家族。

募：2月10日（金）までに平塚保健福祉事務所保健予防課　電話：0463-32-0130へ。





お知らせ掲示板


[image: ]思春期セミナー　知ってほしい思春期の「こころの病」

　思春期に発症しやすい心の病について精神科医が話します。

　2月5日（ 日）午後1時30分～4時。市民活動センター。

問：湘南あゆみ会の谷田川（やたがわ）　電話：0463-58-5322




[image: ]映画「精神」上映会

　精神科診療所「コラール岡山」に集う患者らを描いたドキュメンタリーです。

　2月11日（祝）午前10時～午後0時15分と午後1時30分～3時45分の2回。市民活動センター。

問：精神保健福祉ボランティアグループ「こんぺいとう」の小沢　電話：0463-22-4515





[image: WeLoveフォト！「雨粒のアクセサリー」]


　昨年の春に撮影した芝桜です。きれいな芝桜は、見る人を癒やし、人の心を温かくしてくれます。写真を見るたび、春が待ち遠しくなります（渋田川土手付近で撮影）。




平塚湘風高等学校3年　写真部

赤羽輝郎（あかばねてるお）さん（18）



[image: 芝桜]




[image: 2月FEB育児教室コーナー]


　会場は保健センターです。参加する際は、母子健康手帳を忘れずにお持ちください。詳しくは、市のウェブをご覧ください。

問：健康課　電話：0463-55-2111





◆乳児の個別健康診査

　実施医療機関に直接、お申し込みください。4カ月児・8～10カ月児。実施医療機関の一覧表は、保健センターで配っています。




◆歯科健康診査（予約制）

　8日（水）午後1時30分～2時30分。23日（木）午前9時30分～10時30分。2歳1カ月～2歳6カ月児。歯の健康診査やフッ素塗布の体験・相談など。




◆離乳食教室（1週間前までに予約を）

★ごっくん離乳食教室　29日（水）午後1時30分～2時40分。5～6カ月児。

★もぐもぐ離乳食教室　3日（金）・17日（金）、午後1時30分～3時。7～8カ月児。

★カミカミ離乳食教室　16日（木）午前10時30分～11時30分。9～12カ月児。

★離乳食卒業教室　28日（火）午前10時30分～11時30分。1歳1カ月～1歳6カ月児。




◆子育て教室（予約制）

★すくすく子育て教室　15日（水）午後1時30分～3時15分。5～6カ月児。育児や赤ちゃんの病気など。ブックスタートも開催します。

★歯っぴい　はみがき教室　7日（火）午前10時～11時。8～12カ月児。歯磨きの準備期編。




◆母親父親教室

★妊娠中の過ごし方など　4日（土）午後1時30分～3時30分。妊婦とご家族。

★お産の進み方と産後の過ごし方など　13日（月）午後1時30分～3時15分。妊娠8カ月以降の方とご家族。祖父母教室も開催します。

★赤ちゃんのお風呂・妊婦体験　24日（金）午後1時30分～3時30分。妊娠8カ月以降の方とご家族。

★プレパパ＆ママクッキング教室（予約制）　24日（金）午前10時30分～午後0時30分。妊婦とご家族。調理実習と講話で、体重管理のための正しい食生活を学びます。





[image: 保健センター]


バス

平塚駅北口4番線乗り場から、「大島経由田村車庫行き」または「大島・上平間経由伊勢原駅南口行き」で、「湘南車検場前」下車、大人片道230円。




メールで答える離乳食相談室

http://www.city.hiratsuka.kanagawa.jp/kenkou/kodomo-soudan-mail.htm
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広報ひらつかについて


多くの方に読んでいただくために、広報ひらつかは全戸配付しています。次号発行日は2月3日（金）です。


広報ひらつかについてのお問い合わせ

平塚市企画部広報・情報政策課

